
私の市議会総括質問の要旨（続き）を紹介します。 

消費税１０％増税中止、格差拡大のア

ベノミクス政策の転換を 

市長答弁―消費税は広く

課税されることから、安定し

た財源の確保、各世代間の公

平な負担という性格から社 

（総括質問する福間）  会保障制度の財源としてふさ

わしいものである。アベノミクスの進展を注視していく。

全ての国民が景気回復を実感できることを期待している。 

平成 2７年度補正予算はくらしと福祉

重点に組みかえを 

市長答弁―今後とも、将来にわたって質の高い行政サービ

スが提供できるよう、中長期の財政収支を見通す中で、持

続可能で安定的な財政運営に努める。 

労働者派遣法改悪に反対し、大企業・

地場企業に正規雇用、賃上げ要求を 

市長答弁―労働者派遣法案は、国会で審議されているので

その動向を注視する。正規雇用の促進は、新たに新規雇用

社員に対する研修費の１部助成制度を創設するなど正規社

員の雇用確保を後押しする施策の展開を図り、安定した雇

用の創出・確保に向けたとりくみをすすめていく。賃金引

き上げは労働関係法令の遵守に向けた周知・啓発をする。 

 清算金の徴収・交付は住民の声に寄り

寄り添った対応を（大分駅南土地区画整理事業） 

市長答弁―「清算金の徴収・交付」事務の執行にあたり、

関係する権利者の方々に十分ご理解いただける十分な説明

をおこなっていく。 

 

生存権裁判を支援する会学習会 

７月２５日、ホルトホール

の会議室は参加者でいっぱ

いになりました。梅崎勝福

岡県生健会会長は、学資保

険裁判、老齢加算廃止撤回 

（特別発言する福間）   を求める裁判から、くみ取

るべき教訓について講演しました。私は生活保護住宅扶助

費の引下げへの対応についての特別発言をしました。 

生健会と県・市との協議 

大分県とは７月２５日に、大分市とは７月２９日に、３０

数項目の要求について、協議をおないました。 

            参加者からは「戦争法は廃

案に」「医療保険法改悪は撤

回を」「介護保険料引き下げ

を」「生保住宅扶助引き下げ

やめて」「公営住宅営繕を 

（協議の司会進行する福間） 早急に」になど、次ぎ次ぎ 

に活発な発言が相次ぎました。 

市議会・行事参加・生活相談 

●経済常任委員会と公設地方卸売市場関係者との懇談会 

●平和行進大分市集会、宗教者と日本共産党懇談会、平和

のための戦争展、戦争法反対宣伝などに参加しました。 

●生活相談も毎日のように寄せられ対応しました。 

暮らし・地域の問題など 

ご意見・ご要望をおよせください  

ふくま健治生活相談所 

大分市東大道３―２―６ 

５４６―４５０５（ＦＡＸ兼用） 

携帯０９０―２７１４―５６１２ 
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